
 

 

 

◇1 感覚器官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇2 刺激と反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇3 運動の仕組み 

 

 

 

 

 

 

 

用語チェック 
刺激と反応 
 

生物編 

No,08 

⑴ 目や耳などのように、まわりのようすを知るため、光や音などの刺激を受けとる器  

  官を(       )という。 

⑵ 目では、光をレンズでさせ、(       )の上に像を結ぶことで、刺激を受け 

  とる。 

⑶ 耳では、空気の振動を(       )でとらえ、耳小骨を通して 

  (       )の中の液体を振動させて、刺激を受けとる。 

 

<選択肢> 
鼓膜 

網膜 

うずまき管 

感覚器官 

⑴ 脳とせきずいはまとめて(       )とよばれ、そこから出て枝分かれしてい 

  る神経は(       )とよばれる。 

⑵ 感覚器官で受けとった刺激の号は、感覚神経を通ってせきずいや(       ) 

  に伝えられる。せきずいは背骨に守られている。 

⑶ 意識して起こす反応の命令の号は、脳やせきずいから(       )を通って運 

  動器官に伝えられる。 

⑷ 無意識に起こる反応を(       )といい、熱いものに手がふれたときは、刺 

  激の号が感覚器官から感覚神経を経てせきずいに伝えられ、そこから直接、運動神 

  経に命令の信号が伝えられる。 

 

⑴ ヒトの体は、骨格と(       )のはたらきで動かすことができる。 

⑵ 筋肉の両端は(       )になっていて、骨についている。骨格は筋肉の動き 

  により(       )の部分で曲がる。 

<選択肢> 
末しょう神経 

脳 

中枢神経 

反射 

<選択肢> 
けん 

筋肉 

関節 

用語チェック 

感覚器官
網膜

鼓膜
らずまき管

中枢神経
末しょう神経

脳

運動神経心

反射

筋肉

けん

関節



 

 

◇1 感覚器官 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇2 刺激に対する反応 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

用語チェック 
刺激と反応 
 

生物編 
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<選択肢> 
レンズ 虹彩 視神経 網膜 鼓膜 脳 耳小骨 聴神経 うずまき管 

<選択肢> 
せきずい 脳 運動 中枢 末しょう 感覚 背骨 

用語チェック 

鼓膜 耳 り、骨
虹彩 視神経

聴神経
脳

脳

レンズ 網膜 うずまき 管

脳
せきずい

せきずい

背骨

き 感覚
ょ

ぅ 運動

脳 せきずい



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章 用語チェック 
物質の分解 
 

化学編 

No.08 

<選択肢> 
塩化コバルト紙 

熱分解 

酸素 

赤 

分解 

二酸化炭素 

炭酸ナトリウム 

化学変化 

白 

⑴ 炭酸水素ナトリウムを加熱すると、白色の固体の(         )、気体の 

 (         )、水の 3つの物質に分かれる。 

⑵ 炭酸ナトリウムは、炭酸水素ナトリウムよりも水に溶け(         )、フ 

 ェノールフタレイン溶液を加えると、濃い(       )色になる。 

⑶ 二酸化炭素は、石灰水に通すと、(      )色ににごる。 

⑷三図は、青色の(         )を、赤色に変える。 

⑸ 酸化銀は、加熱すると、銀と(         )に分かれる。 

⑹ もとの物質とはちがう物質ができる変化を、(         )という。 

⑺ 1 種類の物質が 2種類以上に分かれる化学変化を、(      )といい、加熱に 

 よる分解を、(        )という。 

⑴ 水に電気を流すと、陰極側には(       )が、陽極側には(       ) 

 が発生する。 

⑵ 電流によって物質を分解することを、(       )という。 

⑶ 発生した気体の体積の割合は、酸素:水素=(    ):(    )になる。 

<選択肢> 
水素 

酸素 

電気分解 

1 

2 

◇1  熱分解 

◇2  電気分解 

炭酸ナトリウム
二酸化炭素

やすく
赤

日
塩化コパルト紙

酸素
化学変化
分解

熱分解

の k素 ① 酸素

電気分解
1 2



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 章 用語チェック 
物質の分解 
 

化学編 

No.09 

<選択肢> 
二酸化炭素 塩化コバルト紙 水 炭酸ナトリウム 石灰水 

<選択肢> 
光沢 酸素 銀 

<選択肢> 
酸素 水素 

◇1 炭酸水素ナトリウム 

◇2 酸化銀 

◇3 水 

二酸化炭素
炭酸ナトリウム

水

塩化 コバルト紙 石水

銀 酸素

光沢

水素 酸素



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用語チェック 
もしも原子が見えたなら 
 

化学編 

No.07 

◇1  物質を表す記号と式 

<選択肢> 
水 

単体 

元素 

Ag 

化学式 

化合物 

NaCl 

酸素 

周期表 

炭素 

元素、

酸素
炭素、

周期表
化学式

水

Ag

Nacl
単体

化合物



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

用語チェック 
もしも原子が見えたなら 
 

化学編 

No.08 

◇1  分子になる物質と、ならない物質 

◇2  物質の分類 

<選択肢> 
いない いる CO2 銀 ナトリウム H2O 窒素 H2 酸素 NaCl Ag アンモニア 

<選択肢> 
単体 化合物 混合物 

分子になる物質は、くっつく原子の数が、決まって(     )。 

分子にならない物質は、くっつく原子の数が、決まって(     )。 

いる

酸素 アンモニア 窒素

Hz HO CO 2

いない

銀

Ag NaCl

塩素

単体

混合物@ 化合物



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 章 用語チェック 
物質の化合 
 

化学編 
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<選択肢> 
熱 

硫化銅 

硫化鉄 

水 

二酸化炭素 

化合物 

◇1  異なる物質の結びつき 

◇2  化学反応式 

<選択肢> 
元素 

化学式 

2 

4 

右 

左 

増やし 

H2 

O2 

CO2 

H2O 

FeS 

Ag20 

化学反応式 

数 

化合物
埶
いい

硫化鉄
水

硫化銅
二酸化炭素

化学反応式

左

化学式右
元素

数

増 やし

FeS

CO2

2 2

Agro 4

HzO Hz O 2



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 章 用語チェック 
物質の化合 
 

化学編 
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◇1  鉄と硫黄の反応 

◇2  化学反応式 

<選択肢> 
水素 硫化鉄 熱 ない ある 引き寄せられる 引き寄せられない 

<選択肢> 
水 硫化鉄 二酸化炭素 2H2 2H2O FeS CO2 

引 きょせられない

引きよせられる

ある ない

水素

硫化鉄
熱

二酸化炭素 水

CO 2

硫化鉄

FeS 2Hz 2H0


